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すらいど チーム紹介（チーム名： Shelly） 

 地域 
 東京 

 チーム名の由来 
 チームのマスコット（カメ）の名前

から 

 テスト歴 
 第三者検証業務として2～11年

の経験。主に組込み系ソフトウェ
アの検証を担当。本コンテストに
は昨年に引き続き2回目の挑戦 

 チームコンセプト 
 Standing on the shoulders 

of giants 

 基礎・基本を大事にし、そこから
何か生み出す 
 

 メンバー 
 蛭田 恭章 

 しかたなくリーダー 
 山尾 直弘 

 多忙なプロデューサー 
 相馬 武 

 妄想兄弟の兄 
 谷﨑 浩一 

 妄想兄弟の弟 
 加藤 孝也 

 若手ホープ 
 中島 竜史 

 一番年下 
 真板 由香 

 発表する人 
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用語 定義 

テスト観点 テストすべきことがらのこと。 

テストカテゴリ 同類のテスト観点をグルーピングしたもの。テスト観点と
テストタイプの中間となる抽象度。 

因子・水準 因子は機能や使用環境要因、運用要因のことで、水準は機
能や使用環境がとり得る値としている。 

テスター関係表 縦と横にテストに関係する人物を挙げ、ある人がある人
に、テストに関連したどういう想いがあるかをまとめた表
のことである。テスト要求分析における一つのアウトプッ
トとして登場する。 



テスト設計コンテスト’14（決勝）                                        チーム： Shelly 

5/17 
すらいど 設計コンセプト 

 良いテストって……？ 

 開発者と協力して製品を作り上げている 

 ユーザの不利益を未然に防いでいる 

 出荷判定者に必要な情報を報告している 

 テスト実行者にストレスを与えていない   等々 

 考えてみると「人」を意識していることに気付いた！ 

 というわけで、コンセプトは… 
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色々な人を意識したテスト設計を考えてみよう！ 
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 思いやりを特に考慮した点① 

色々な想いを考慮した 
テストアプローチ 

思いやりを特に考慮した点② 

3つのアーキテクチャ 
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テスト要求を解釈しテスト目的、テスト対象を明確にする 

入力 アクティビティ 出力 

顧客要求 

市場ニーズ 

企画/コンセプト 

プロジェクト状況 

製品仕様 

開発手法 

品質目標 

暗示的な要求 

6W2H 

テスター関係表 

テスト目的 

テスト対象 プロジェクト視点での解釈 

プロダクト視点での解釈 

ここで色々な想い
を抽出！ 

*明確化 
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テストに関係する人同士の双方の想いを明らかにする 

テストリーダ テスト設計者 テスト実装者 テスト実行者 

経営者 

PM 

開発者 

テストリーダ 

テスト実行リーダ 

自販機管理者 

購入者 

要求：品質がわかるように、どんなテ
ストをどのくらいやって、結果がどう
なのかを常に示せるようにしてほしい 

要求：テスト実行のアサインのた
め、テストの順番や重要度などを
明確にしてほしい 

テスター関係表とは 
 縦にテスト対象に関わるすべての人（各役割の担当者） 
 横にテストチームの人（各役割の担当者） 

縦の人が横に人にどのような想い（要求）を持っているかを検討したもの 
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テスト対象・テスト目的を明らかにした後、テスト戦略・テストアプローチを決定する 

1-A  
限られた時間で

のテスト 

2-A 
市場ニーズ（要求）が満た

されているかの確認 

4-A/16-A 
品質目標に対する測定 

8-A 
HWに絡む部分など失敗リス

クの高い部分のテスト 

19-A/23-A 
メンテナンスのやり

やすさの確認 

18-A/21-A 
仕様通り、要求を満た

しているかの確認 

22-A 
クレームになる振る舞
いがないことの確認 

24-A 
ユーザ不利益がな

いことの確認 

リスクの高いところを狙ってテス
トし早期に不具合を検出する 

品質目標に対して情報を提供できる
テストを構築していく 

様々な
人が使
用する 

市場に普及
している製
品グループ 

既存の自動販売
機と同じように

購入できる 
購入者と販売者/
メンテナンス者
と2面性がある 

懸賞機能など付
加的な機能も付

随している 
低コスト
が要求さ
れている
開発プロ
ジェクト 

厳しい納期に直
面している 

開発側の実
装、テスト

の遅れ 

独立したCPU、
センサが多く活

用される 

動作を比較される 使い勝手や魅力を
比較される 

性能評価が必要で
はないか 

使用性の評価が
必要ではないか 

想定外の使われ方を
した場合に不安 

不具合が潜んでい
そうなポイント 

ピンポイントで狙
ったテストが必要 

不具合を検出し
たい 

17-A 
不具合を流出させない 

テスト目的(from 6W2H) 

テスト目的(from テスター関係表) 

テスト戦略 
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テストアプローチの弱点を考え、対策・影響を考慮し、 
テスト目的達成を確かなものにする 

テストアプ
ローチ 

概要 弱点 対策 影響 

分析的アプ
ローチ 

不具合がありそうな
ところを狙ってテス
トする 
 

分析者に高いスキルが必要、
またはホワイトボックス視点
での考察も必要になってくる 

ガイドワードを利用することで
効率的に幅広くリスクを洗い出
すようにする。その後影響度な
どを調整し、発散しないように
厚みなどを調整する。 

分析工数が多く必要になっ
てくるので、その工数確保
が必要になる 
 
 

予測が外れる可能性がある テスト実行序盤に検出された不
具合を分析し、テスト項目を変
更する 

テスト実行フェーズでテス
ト設計者の作業工数が必要
となる 

方法論的ア
プローチ 

品質特性(9126)を
ベースに評価する 

テスト（量）のバランス確保 
（例えば、機能性の確認が多
くなりがち） 

妥当な情報量（＝テスト量）を
事前に品質保証部と調整し、最
適なテスト量になるようにする 

他部署の協力が必要となる 

テスト設計や実行の効率性 
（例えば、似たようなテスト
項目でも、品質特性ごとに設
計・実装、実行する必要にな
る） 

テストアーキテクチャ設計時に
テスト詳細設計・実装とテスト
実行の効率性を意識して構造化
する 

テストアーキテクチャの複
雑化 

アプローチ
の併用 

２つのアプローチを
併用する 

方向性（狙い）の違うテスト
が混在し、管理が難しくなる 

分析的アプローチは各機能に着
目したテスト、方法論的アプロ
ーチは機能を総合的にみるシス
テム全体に着目したテストと、
テストスコープと区別してテス
トを組み立てる 

テスト設計書が複雑になる
恐れがある 
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テスト要求（さまざまな想い）からテストアーキテクチャ方針を決定する 
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３つのテストアーキテクチャの概念 

名称 目的 概要 メインアウト
プットの形式 

サブアウト
プット 

主に誰のため 良い点 悪い点 

①テスト分析
アーキテクチ
ャ 
 
Test Analysis 
Architecture 
(TAA) 

思考のため 必要なテストの要
素を考える土台と
なるアーキテクチ
ャ 

テスト分析アーキ
テクチャ 
 
*マトリクス 

・機能タイプ 
・テストカテゴ
リ 
 
*分析～テスト
観点出し～関連
付け一式 

・テストアーキテ
クチャ設計者 
・レビュアー 

・要求からの展
開が分かる 
・テストする
点、しない点ト
を抽象的なレベ
ルで全体を確認
できる 

・マトリクスに
は理由、意図を
示せない 
・マトリクスに
は要素の関連性
を示せない 

②テスト仕様
アーキテクチ
ャ  
 
Test 
Specification 
Architecture 
(TSA) 

作成のため テストケースを作
るために必要な要
素を示したアーキ
テクチャ 

テスト仕様アーキ
テクチャ 
 
*表 

・合否基準 
 

・詳細設計、実装
者 

・詳細設計、実
装に活用しやす
いレベルで具体
化されている 
・具体的な確認
内容を把握でき
る 

・全体像を俯瞰
するのが難しい 
 

③テストマッ
ピングアーキ
テクチャ 
 
Test 
Mapping 
Architecture 
(TMA) 

実行のため 構想されたテスト
を見せるために構
造化したアーキテ
クチャ 

テストマッピング
アーキテクチャ 
 
*絵図 

・テストスイー
ト一覧（後にテ
スト実行アサイ
ン表に代わるも
の） 
 
*予定実行工
数、実行難易度
なども記載 

・テスト（実行）
管理者 

・抽象的なレベ
ルでのテストの
位置づけを把握
できる 
・全体のバラン
スを把握できる 

・抽象度が高
く、具体的なテ
スト内容を理解
できない 
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テスト分析アーキテクチャ（分析的アプローチの流れ） 

①6W2H 
(What, Why, 

Whom) 
②目的機能 

③目的機能に必要
な機能的要素 

④機能のタイプ 

⑤機能のタイプ毎
に不具合をありそ
うなポイント（テ
スト観点）を分析 

⑥機能のタイプ毎
のテストカテゴリ 

1.起動・終了系 
2.ユーザー操作系 
3.制御系 
4.検知系 
5.情報保持系 
6.通知系 

・全く～しない 
・大きい 
・ずっと 
・同時に 

⑦目的機能ごとに
有効なテストカテ

ゴリを展開 
テスト分析アーキテクチャ 
（分析的アプローチ） 

大きなグループで6つの
機能タイプで分類 

ガイドワードを活用し
網羅的に分析 

2次元のマトリクスに展開 
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テスト分析アーキテクチャ（結果） 

機能タイプごとに有効な 
テストカテゴリ 

自動販売機の目的機能ごとに 
割付けたテストカテゴリ 機能タイプを基に、

テスト対象の各目的
機能の要素にテスト
カテゴリを割付ける 

同じテストカテゴリ 
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テストで何をどう確認するかを具体化し一覧にする 
 ■一覧表に存在する項目 
   ・テスト対象：仕様書の章立て/目的機能/機能タイプ 
   ・テスト目的：テストカテゴリ/検証内容/テストタイプ 
   ・テストの厚み：テスト技法/影響度/発生可能性/重要度 

 

テスト仕様アーキテクチャ 
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テストマッピングアーキテクチャ 

各テストがどのようなポジションにあるか示す 
 ■左下から右上に向かってテストを実施していくイメージ    
   ・縦軸→機能の役目（下から） 
    「根幹となる機能」「サポートなる機能」「本質となる機能」「付加機能＆複合機能」 
   ・横軸→テストの内容（左から） 
    「さぐり」「バグ出し（論理性）」「バグ出し（ユーザ視点）」「保証/測定」 
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